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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、「メタファー」という現象の特性規定に関し、意味論的な側面
（「本義」と「転義」の差異）に基礎を置きつつも、機能論的な側面（「接続」と「切断」の相反する二重の役
割）へと重心を移行させることでその展開可能性を広げたことにある。これによって、メタファーのメディア的
なメカニズムを抽出すると同時に、社会学的「観察」概念（二次観察）との接続が可能となった。この理論的な
成果と、具体的なテクストや作品等の分析結果とのフィードバックを繰り返した。このことにより、メタファー
という意味の二重化がもたらす効果を、逆説や同語反復等をも取り込んでいくシステム理論と関連づけ、より明
確な概念規定を可能にした。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to examine a metaphor from the angle of the 
observation. That way, the feature as the function of the metaphor will be brought into sharper 
focus. A metaphor involves "cutoff" and "connection" processes at the same time while duplicating 
the meaning of the expression. In other words, a metaphor contains two contradictory elements at the
 same time. This study analyzes the function of medium of the metaphor from the perspective of 
social theory. The thesis also argues that paradoxes and tautologies, etc. are a fundamental 
principle of a metaphor by quoting system theory.

研究分野：ドイツ社会・思想・美学・文学

キーワード： メタファー　メディア　二次観察　システム論

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は「メタファー」という表現形態の有する特性を、レトリックとしての意味論の領域のみならず、機能論
的に拡張し、理論的には社会学理論の「観察概念」、メディア学理論の「接続・切断」概念との関連性を示し
た。加えてその具体的な現れとして、文学・社会学・法学、歴史学等の学的テクストやアートにおける批評概念
との関連性を分析し、部分的にせよその実証的な検証を行ったことにも学術的かつ社会的意義が認められる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
メタファーは、近年様々な領域においてその重要性を指摘されている。修辞学における古典
的な効果論や文学における創作技法として、認知言語学あるいは社会心理学におけるスクリプ
ト機能や意味論のスキーマ生成原理として、哲学における論理の可視化と展開の方法論として、
社会思想におけるコミュニケーション・システムの構造として、さらには、工学的な情報処理
の技術においてもその有効性の測定基準として、メタファーは注目度を高めている。メタファ
ーに対するこのような関心に通底している原理として、本研究ではメタファーの「メディア的
機能」ともいうべきものを想定し、メタファーの持つ「接続」と「切断」という効果に着目し
た。また、そのメカニズムの解明にあたって社会学の理論における「（二次）観察」および「観
察の二重化」という観点からアプローチするのが有効ではないかとの発想に至った。 
 
 
２．研究の目的 
上記のような発想から、本研究は、メタファーが構造的に有する機能、すなわち、意味の観
察を二重化し、本義と転義を一時的に切り離した後に、両者を再び接続する機能を、広義のメ
ディア・コミュニケーション活動一般とその継続を可能にする基底的なメディア原理と仮定し、
その理論的な妥当性を、言語学、美学、テクスト論、法学、歴史学、社会思想等の、主に人文
社会科学に関連する理論領域との整合性を測りながら検討すると同時に、諸領域の具体的なテ
クスト・作品等も含めて分析することにより、その有効性の射程を検証することを目的とした。 
メタファーという現象は、一次観察においてある表現の意味が二重化されること（本義と転
義）、および、その二重性が二次観察において異なるものの同一性として見做されること、の二
つの観察に依拠していると考えられる。換言すれば、オブジェクトレベルにおける意味の二重
化、およびメタレベルにおける切断されたものの再接続という、二つのレベルにおける二重性
を含んでいるということである。このような二つの二重性の観察の結合から、メタファーは、
一時的に離反された意味を仲介する機能、およびテクストないしコミュニケーションの生産を
継続させる機能の二点において、触媒的メディアとしてのメカニズムを有している。このメカ
ニズムの理論的な精緻化と、具体的なテクストに即した分析が本研究の中心課題となっている。 
 
 
３．研究の方法 
本研究は、文献読解を中心とする人文社会系のオーソドックスかつ古典的な研究方法を取り、
関連するテクストや作品の綿密な読解をもとに、研究分担者・連携研究者による研究会を軸に
進められた。各研究会では、所定のテーマに関する担当者の研究報告と、これに基づく討論が
行われた。また必要に応じて認知言語学、社会心理学、哲学、メディア社会学等の専門家の協
力を仰ぎ、メタファー認知、論理的処理、メディア技術社会論などの理論的・実証的諸研究の
方法・視点を適宜取り入れていった。参照した理論的領域の主なものを挙げれば、①古典的隠
喩論（アリストテレス等）、②現代隠喩論（リクール等）、③認知理論・身体メタファー理論（レ
イコフ等）、④エクリチュール論・（間）テクスト論（デリダ等）、⑤メディア理論・批評理論（ベ
ンヤミン等）、⑥コミュニケーション理論（ハーバマス等）、⑦社会システム理論（ルーマン等）、
⑧歴史学・法理論（ホワイト等）となる。分析対象として扱った具体的な素材・テクスト・作
品は、それこそ多種多様な領域にわたり、敢えて系統的な選択をしていない。 
 
 
４．研究成果 
 
⑴研究の進捗と知見の獲得 
まず年度を追う形で、本研究がどのように進行・発展し、知見の獲得や成果となっていった
かについての概観を記しておく。 
平成 27年度は、初年度として、「メタファー」と「メディア」の構造ならびに概念的な関連
付けに関する暫定的な理論仮説を立て、分析装置として練り上げることを目標においた。その
際、キー概念となるものは、「接続・切断・観察・メタ化」であることが確認され、また、この
作業では、両者における理論的研究史の整理・比較考量のみならず、周辺領域に置ける関連理
論を幅広く検討し、有効性が認められるものを取り入れていくことも視野に入れて進められた。
予備的な仮説において、これらを束ねるのは、メタファーの「同一／非同一」差異（「本義と転
義」の意味論）およびメディアの「同一化／非同一化」同一化（「接続と切断」の機能論）の相
互依存的なメカニズムでないかと考えられた。また、年度の後半においては、具体的な素材と
して分析対象とするテクストの候補の選定と分析方法の検討もおこなわれた。 
平成 28年度は、前年度の仮説に基づき、①メタファーとメディアの機能的な関係性に関する
理論的な研究の深化、および②その観点を中心とする多様な領域における具体的なテクストの
分析の蓄積、そして③両研究のフィードバックによる仮説の精緻化、という作業をおこなった。
①の理論的な研究に関しては、本研究の基本的な発想と重なっている、言語・記号と身体性の
相互観察作用としてのメタファー（レイコフ等）の理論を丁寧に読み解く作業を継続した。ま
た、社会理論における二次観察（メタ観察）のメディア制度化と固有の機能システムの分化の



連動メカニズムの解明を進めることで、メタファーのメディア機能に関する仕組みがより明確
な形で浮かび上がってきた。言い換えれば、メタファーの基底にある自己言及的な観察による
「差異（自己観察の二重化）」の可視化のメカニズムである。このような関係性を、具体例から
明確に引き出すことは難しい作業であるが、思想、文学、批評、科学、芸術等の様々なテクス
トやメディア作品を事例に、②の作業を行い、少なからず①の研究を裏付ける事例を見出すこ
とができた。（例えば、法理論における前例のない事案の記述、あるいは文学における言語批判
の表現、等々。）ただし、③のフィードバックの繰り返しに関しては、まだ十分な具体的分析デ
ータが揃っていない段階であり、次年度以降の課題となった。 
 平成 29年度も、研究計画に従い、前年度同様、当初の仮説に基づき、①メタファーによる観
察メカニズムとメディア機能（接続と切断、あるいは物語の構築と反語的な批判）に関する理
論的な研究、および②この観点から多様な領域における具体的なテクストの分析と解釈、そし
て③両研究のフィードバックによる仮説の修正と精緻化、という作業を継続しておこなった。
①の理論的な研究に関しては、メタファーという二次観察形態が果たすメディア機能に関する
仕組みがより明確になった。すなわち、前年度に仮説とした、メタファーを基底で支える自己
言及的な観察（オートポイエーシス）がもたらす「差異」の形象化（＝自己の二重性の可視化）
が、非対称的な「ずれ」（切断）を生み出すと同時に両者をつなぐ（接続＝メディア）機能をも
有するという構造である。②の作業では、①で理論的に予想されるメタファーとメディアの関
係性を、具体例から引き出すことを引き続き試みた。思想、文学、歴史、社会、批評、科学、
芸術等の様々なテクストやメディア作品を対象として取り上げた結果、直接的表現としては一
致しなくとも、構造的に対応する事例を見出すことができた。（例えば、歴史記述の展開を規定
する喩法、移動における偶発性を必然性に変える他者の隠喩的視点、近言代文学における言語
批判に見られるアンビバレントな隠喩評価、戦争をテーマとしたアートや記念碑における隠喩
を介した想起、等々。）これらをもとに理論の再検証（③のフィードバック）に関して、着々と
進められた。 
最終年度である平成 30年度は、これまでの作業の集約と、得られた知見の整理を中心に研究
を進めた。その際、主に、理論的な仮説と具体的テクスト分析の成果とのフィードバック、対
応関係の検証に重点を置いた。まず、理論的な側面では、メタファーの意味論的な定義と機能
論的な定義の組合せによって、メタファーの展開可能性をより生産的に規定できることが明ら
かになった。このことは新たな成果と考えられる。すなわち前者の定義（この場合は「本義」
と「転義」の差異化構造が中心）においては、メトノミー、シネクドキ、アイロニー等とメタ
ファーの違い、すなわち主として水平的なレトリックの分類に焦点が絞られている。しかし、
それらの分類に基づきつつも、更に後者の機能的な意味に着目することによって、対象把握あ
るいは対象創造といった効果をメタファーからより明確に取り出すことが可能になる。この場
合、メタファーの二重のベクトルである「接続」（結合と継続）と「切断」（分離と中断）、すな
わち「メディア機能」が前面化する。ここから、いわゆる構築主義的な社会理論とメタファー
構造の親和性、言い換えれば、対象「観察」におけるメタ化（二次観察）とメディア化（再帰
性）のメカニズムが両者に共通するということも確認された。この理論的な新たな知見と具体
的なテクスト分析の成果との整合性について、特に法学、社会学、文学、歴史学のテクストに
沿って実証的な分析も試みた。それぞれの分野における特性の偏差はあったにせよ、基本的に
は「メタ化（二次観察）とメディア化（再帰性）の（相互依存的な）メカニズム」を確認する
ことができ、とりわけ社会学における「システム理論」における「観察」概念との親和性・整
合性が高いことが明らかになった。 
 
⑵本研究の問題意識と総合的な成果 
本研究は、理論社会学における「観察」概念と、言語・認知・表現行為一般における「メタ
ファー」という現象を、そのプロセス（受容と理解）から比較検討しつつ結びつけることによ
って、両者の機能的関連性を浮かび上がらせると同時に、この複眼的・相互的な観点から明ら
かになる論理構造上の問題（接続と切断、差異化とメタレベルへの移行、自己言及と逆説・同
語反復等）に着目し、そのメディア的な意義と展開可能性（対象世界の継続的更新）を考察す
ることを目的としていた。 
メタファーという現象を、機能的な側面から考えると、「字義通りの意味」（暫定的に「本義」
と呼んでおく）に揺らぎをもたらし、指示するものと指示されるものの確定的な対応関係を回
避しようとする働き、そのような志向性をもつ表現と特徴づけることもできる。ことばの（あ
るいは「表現行為一般」の）解釈を、一義的な一対一関係からずらし、「字義通りでない意味」
（暫定的に「転義」と呼んでおく）をもたらすことで、表現に「遊び」としての幅がもたらさ
れ、意味の「二重化」ないし「ずれ」という現象が生ずる。ここで着目すべき点は、メタファ
ーがメタファーであると意識化されるのは、それを受け取り理解される場、すなわち「観察」
の場であるという構造的条件である。ある表現を「本義」ではなく「転義」として解釈すると
いう必然性は、その表現が「字義通りの意味」では何らかの形で妥当性を欠くこと、その非妥
当性が「字義通りではない意味」によって妥当性を回復すること、このようなプロセスが、段
階的であれ同時であれ、観察され理解される場で生じていることによる。つまり、メタファー
は観察（対象ではなく主体）と相関的に成立する現象であると想定される。 
社会学者のルーマンは、「コミュニケーション」という概念を「情報・伝達・理解」という三



局面での選択過程とそのオートロジカルな継続性と定式化した。その際、注目すべきことは「理
解」という局面で行われている作業が「情報」と「伝達」の差異の「観察」であるとした点で
ある。この「理解」（観察）そのものが更なる「情報」となり、「伝達」され、再び両者が差異
化される形で「理解」（次レベルにおける観察）が生じる。このコミュニケーションの自己再生
産システムをルーマンは「オートポイエーシス」と特徴づけた。すなわちこの社会（システム）
理論におけるコミュニケーション概念において構成要素の中心となっているのが「観察」であ
るということ、およびそのプロセスが、先に見たメタファーという表現形態の解釈プロセスと
パラレルな関係になっている。 
このような「差異化と再結合の連続体としてのコミュニケーション」という形態は、メタフ
ァーの理解の場における「本義と転義の意味の二重化（＝切断）」と、「二重化された意味の一
つの表現における再度の重ね合わせ（＝接続）」という、一見相反するベクトルが（そしてこの
「接続と切断」の両義性こそが「メディア」機能の核心であると考えられる）同時に含意され
ている。二重化と再結合というこのような意味の揺らぎ（振動）という状況に関して、ルーマ
ンのシステム理論は（観察する）システムにおけるパラドクスとトートロジー、メタレベルと
オブジェクトレベルの交錯等、論理上想定される問題群を（彼独自の）コミュニケーション概
念に即して展開した。本研究では、そのような知見を、具体的な分析に基づきながら、メタフ
ァー（加えてメトニミー、シネクドキ、イロニー）が内包する機能と特性、すなわち「類推と
知の組織化」、「オブジェクトとメタの階層性のねじれ」、「メディアとメッセージ」、さらにはこ
れらの相互入れ子的な構造の解明を試みた。 
「メタファーという観察形式」は、敢えて言えば、社会システムの「オートポイエーシス」
の要件と見做すこともできる。論理的な整合性よりも、むしろ、意味の二重化がもたらす切断
と接続の両義性、メタとオブジェクトの観察レベルの振動、論理的矛盾と二重の自己指示（リ
エントリー）による反転のパラドクス―メタファーにおいては、これらの（自己）再生産に寄
与する機能的重要性が強調されるべきであろう。メタファーは、ともすればコピーとトートロ
ジー、模倣と反復の間で衰弱しかねない記号化・体系化された（知の）表現世界、（見かけ上）
観察と相関しつつ生み続けられる対象世界を、常に揺り動かし、創発的水準へと引き上げる力
を持つ。「切断」と「接続」の交替するオートポイエーシスの先に、閉鎖的な自己循環を破る力
を認めることができるとすれば、「メタファー」とは、「観察」を通じた（実在的な）「他者」へ
のひとつの通路としての再帰的「メディア」原理であると考えられる。 
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